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高齢者乳癌における治療法決定に影響する医学的、社会的要因に関する
観察研究

大田　浩司（外科主任医長）

高齢乳癌患者が増加しているが,高齢者では認知機能や身体能力の低下,
併存疾患など医学的要因に加え，生活環境や介護者不足など社会的問題
を抱えていることがある。高齢者エストロゲン受容体陽性（ER陽性）に対す
る内分泌療法単独の選択に影響を及ぼす要因について調査し,特に社会
的要因について日本の抱える少子高齢化問題と合わせて考察する。

2012年１月1日から2022年12月31日

福井県立病院を受診された患者様へ
　当院では下記の臨床研究を実施しております。本研究の対象者に該当する可能性のある方で診療
情報を研究目的に利用されることを希望されない場合は、下記の問い合わせ先にお問い合わせくだ
さい。

●対象となる患者さま：福井県立病院にて乳癌と診断し,治療を施した後期
高齢（75歳以上）のエストロゲン受容体陽性,術前ステージ1-3期と診断され
た　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●利
用する情報　電子カルテに記載のある診療情報（年齢、エストロゲン受容
体、併存疾患、生活環境、キーパーソン、身体活動性）

　利用する情報から氏名や住所等の患者さまを直接特定できる個人情報
は削除いたします。研究への参加、不参加はオプトアウトを用いて行いま
す。

本研究に関連し、開示すべき利益相反関係にある企業等はありません。

電話：0776‐54‐5151
担当者：経営管理課　倫理担当　（内線：2043/2047)

本研究はBreast Cancer誌に投稿予定

2023年8月25日から2023年10月31日まで


